
は し が き

東南 アジアの現在は,医′､邦 勺に見て多くoj旧j題にみちみちているO文明諸国のr)i学か ら見れ

守,すでにかな りの程Jnlに究明されて しまった疾病ない し医,､iir的諸拙且 たとえば結核,廟 ,

作柄,杏/廿:.虫病, ウイル ス病,あるいは精神医,､告 札 借/ト 公衆備_/巨､卸 'J,栄養学的諸問題等

が東南アジアではほとんど未開発のままにとり残 されているといってよいであろう｡見方 によ

れば,東南アジアは研究開発の望まれる医学の沃野である｡一方,高度の医学をもつ諸国は,

東南アジアの医学の現況に目をむけて研究の手をさしのべ,疾 痛苦の解放に力を致すべ きもの

と考え られる｡

今虹 京都大学東南 アジア研究セ ンターが畑 生省,両外抜術協力お菜団 と共催で東南アジア

医学 シンポジウムを開催す るに至 ったのはまことに時機に適 したもの とい うべ きである｡東南

アジアの医学 に強い関心をよせていた者は,今回のような シンポジウムを渇望 してい-/仁.今そ

れが実現したのである.わが国における最初 のシンポジウムである｡

第 1回 シンポジウムとして私達は,まず 日本人だけで東南アジアの医学の現状を把捉すると

い うことに焦点をおいた｡そ して現地経験者 によるシンポジウムとした｡ 4つのシンポジウム

(寄珪虫, ウイルス性疾患,性病,結核)しっ外に,次のような 6--)の招待講演が行なわれた｡

1. 曽周長宗 (田立公衆衛ゴロ3,,ri這) :東膏アジアにおける衛!l:_jlIJr古

2. 若松栄一 (厚く主省医務局長) :海外医療協力の実惜

3. rLl'lⅢ1誠太郎 (戻入助教授) .･タイ田の癖,特に小児鯨C/)現地調査

4. 美濃lj玄 (京大教授) :東南アジアにおけるむ し歯oj問題

5. 白木博次 (東大教授) :タイL邸こおける 2, 3の 神 経疾患

6. 上野一 也 (国立 姫 路病院眼科医長 ) :タイI邸 こおける 眼 科疾患

そ してシンポジウムの最後は白羽弥右術門教授 (ノく阪市正人ノ､3-I:) H｣会 による実 り多い綜合討

議であった｡
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